
「主イエスよ、来てください」        2019 年 10 月 16 日 

ヨハネの黙示録 22 章 14 節～21 節 命の木に対する権利を与えられ、門を通って都に 

入れるように、自分の衣を洗い清める者は幸いである。犬のような者、魔術を使う者、み

だらなことをする者、人を殺す者、偶像を拝む者、すべて偽りを好み、また行う者は都の

外にいる。わたし、イエスは使いを遣わし、諸教会のために以上のことをあなたがたに証

しした。わたしは、ダビデのひこばえ、その一族、輝く明けの明星である。」“霊”と花

嫁とが言う。「来てください。」これを聞く者も言うがよい、「来てください」と。渇い

ている者は来るがよい。命の水が欲しい者は、価なしに飲むがよい。 

この書物の預言の言葉を聞くすべての者に、わたしは証しする。これに付け加える者が 

あれば、神はこの書物に書いてある災いをその者に加えられる。また、この預言の書の言

葉から何か取り去る者があれば、神は、この書物に書いてある命の木と聖なる都から、そ

の者が受ける分を取り除かれる。以上すべてを証しする方が、言われる。「然り、わたし

はすぐに来る。」アーメン、主イエスよ、来てください。 

主イエスの恵みが、すべての者と共にあるように。 

 

命の木に与る権利を与えられ、「門を通って都に入れるように、自分の汚れた衣を洗い 

清める者は幸いである。」都の門は常に開いているが、悪徳に耽る犬のような者、神の支

配を信じないで魔術を使う者、性的に淫らな者、人の尊厳を認めず殺す者、偶像を拝み偶

像の奴隷になる者、人に偽りを言って不正を行う者、汚れを清めない者たちは、都の外に

いるばかりである。私キリストは、天使を遣わし、諸教会のためにあなたがたに証しした。

「わたしは、ダビデのひこばえ、その一族、輝く明けの明星である。」十字架の死から復

活し、永遠の命を啓示する神である。“霊”と花嫁とが、「来てください」と、キリスト

の再臨を待ち焦がれる。これを聞く者も、「来てください」と言うがよい。渇いている者、

命の水が欲しい者は、来るがよい。価なしに飲ませよう。『ヨハネ黙示録』の預言の言葉

を聞く全ての者に、キリストははっきりと証しする。『ヨハネ黙示録』の言葉に付け加え

る者があれば、神はその者に災いを加えられる。また、何か取り去る者があれば、神は命

の木と聖なる都から、その者が受ける分を取り除かれる。「以上すべてを証しする方が、

言われる。『然り、わたしはすぐに来る。』アーメン、主イエスよ、来てください。」キ

リストは「直ぐに再臨する」と明言される。花嫁である教会は、「アーメン、主イエスよ、

来てください」と、終末の日を待ち焦がれて、応答する。「著者」ヨハネは読者に「主イ

エスの恵みが、すべての者と共にあるように」と、祝祷の言葉をもって、書き終えている。 

終末信仰は旧約聖書には希薄である。終末への待望は、紀元前 2 世紀、アンティオコス

4 世エピファネスがエルサレムを蹂躙し、大迫害が起った時から、熱心になったと言われ

ている。苦難が終末信仰を生み出したのである。新約聖書において、人の子キリストが雲

に乗って再臨されるという終末信仰が顕著に表れ、伝承されていった。今日、雲に乗るキ

リストの再臨を信じる人はいない。しかし、神が歴史に終わりをもたらし、完全な救いを

与えてくださるという信仰は教会の生命的な信仰である。愚かな信仰と言われようとも、

この信仰があるから、苦難に耐える力を得る。また、隣人と世界に責任的に関わる生き方

を可能にする。私は終末を信じている。信じるから、どんなことがあっても落胆せず、大

いなる楽観とユーモアをもって、希望に生きられるのである。『ヨハネ黙示録』の「著者」

ヨハネは、終末の素晴らしい救いを幻で描き、迫害に耐えよと諭したのである。 


